
ここが聞きたい
 

北
今
ケ
渕
地
内
の

町
営
住
宅
は
、
昭

和
50
年
～
52
年
に
建
設
さ

れ
た
３
棟
24
戸
で
、
40
年

が
経
過
し
、
そ
の
間
大
き

な
改
修
や
耐
震
工
事
は
さ

れ
ず
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
今
後
の
対
応

は
？  

町
営
住
宅
の
家
賃

収
入
は
年
間
３
５

０
万
円
程
、
維
持
費
は
２

０
０
万
円
程
を
要
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
ガ
ス

管
交
換
な
ど
頻
繁
に
老
朽

化
対
策
工
事
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
特
に
、
心
配

な
こ
と
は
耐
震
化
の
問
題

で
す
。

質
問

回
答

 

平
成
24
年
８
月
に

安
八
町
６
次
産
業

化
推
進
検
討
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
、

生
鮮
野
菜
等
の
生
産
・
販

売
、
特
産
品
の
開
発
、
直

売
所
な
ど
に
つ
い
て
、
町

長
を
は
じ
め
、
生
産
者
代

表
、
商
工
会
関
係
者
、
農

産
物
の
加
工
代
表
者
、
そ

し
て
行
政
関
係
者
が
加
わ

り
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
動

き
は
な
く
、
町
の
第
五
次

総
合
計
画
に
記
さ
れ
て
い

る
「
道
の
駅
」
構
想
の
行

方
に
も
影
響
が
出
る
と
思

い
ま
す
。
高
規
格
道
路
や

ス
マ
ー
ト
IC
の
建
設
も

着
々
と
進
ん
で
い
る
中
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
「
道
の

駅
」
整
備
は
待
っ
た
な
し

で
す
。
担
当
長
の
所
見

は
？ 

ス
マ
ー
ト
IC
を
活

用
し
た
産
業
の
集

積
や
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
町

内
へ
人
の
流
れ
を
呼
び
込

む
集
客
の
向
上
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
１
つ
と
し
て
「
道
の

駅
」
的
な
構
想
が
あ
り
ま

す
。
全
国
的
に「
道
の
駅
」

の
イ
メ
ー
ジ
は
採
算
性
が

難
し
い
問
題
が
あ
り
、
他

の
施
設
、
機
能
と
の
連
携

を
図
り
、
町
の
産
業
の
振

興
な
ど
、
相
乗
効
果
が
発

揮
で
き
る
体
制
を
築
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

どうする？　老朽化の進む町営住宅を！

早急に町の方向性を出していきます
［建設課長兼ＳＩＣ建設推進室長］

老朽化が進む町営住宅（北今ケ渕地内） 質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

待
っ
た
な
し
の

　
　
　
　
「
道
の
駅
」
構
想
は
？

に
ぎ
わ
い
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

検
討
中
で
す

岩
いわ

田
た

 讓
じょうじ

治

［
企
画
調
整
課
長
］

耐
震
化
対
策
の
必
要
性
は

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま

す
が
、
耐
震
化
工
事
を
す

れ
ば
、
建
て
替
え
と
同
等

か
、
そ
れ
以
上
の
費
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後

は
空
家
対
策
等
と
連
携
を

図
り
、
町
営
住
宅
居
住
者

の
移
住
を
視
野
に
入
れ
、

町
営
住
宅
廃
止
を
含
め
早

急
に
町
の
方
向
性
を
出
し

て
い
き
ま
す
。
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